ハバナメモ（2009年9月）

· 為替

2重為替制度

・外国人用通貨は　　　Cuban Convertible Peso(CUC)

・現地の人用通貨は　 Cuban Peso (CUP)
　1CUC=25CUP

  1CUP=0.04CUC

ドルからCUCに交換する際には、通常の交換に加えてさらに手数料10%が必要。
したがって、ドル以外のハードカレンシーから交換する方がお得。
実際の交換レート（2009年9月）

　140円＝1ユーロ＝1.28CUC ​

  1CUC=116円

· 物資

・CUCを用いれば、特殊なものはさておき、日常生活に不自由することなく財・サービスの購入が可。但し、CUC表示の価格は中進国・先進国の地方並みのような気がする。

・他方、CUPが使えるお店の価格は安いが、選択の余地はほとんどなさそう。

· 物価記録
・ミネラルウォーター(500ｍｌ)(レストラン)　1CUC

・ミネラルウォーター（1.5リットル）(売店)　　1CUC

・ミネラルウォーター(500ｍｌ)(売店)　0.45CUC

・ツアー　世界遺産ヴィネールブの谷（ハバナ発、昼食込み）　55CUC
・絵葉書1枚　0.7CUC

・市内―空港　タクシー　25CUC

・旅行者用ハバナ市内周遊バス１(1日乗り放題)　3CUC

・マグネット２つ　　　　　　　　　　　　　　１CUC

・バレエ鑑賞（Ｓ席）　　　　　　　　　　　　20CUC

・市立博物館入場料　　　　　　　　　　　　　 3CUC

・空港税　　　　　　　　　　　　　　　　　　25CUC

・ガソリン　1リットル　　　　　　　　　　約１CUC

勘違いもあるかもしれませんが…

メモ１：

外国人が主に利用するタクシー等のガソリンはCUCで代金を支払う。対して国内居住者のための乗り物やトラックはCUPで代金支払い可能。ガソリンスタンドでの見分けはナンバーの色で行うという。CUPで表示された値段は、同じ財であってもCUC価格と比べてかなり安く、一物一価の法則は成り立っていない。2重為替制度を用いることで、多くの途上国が直面している現象―外貨が多量に流入することで非貿易財の価格が押し上げられて国内住民の実質所得を低下させたり、実質為替レートが増価し、競争力が低下する現象―を緩和させうるのか？興味深い。
メモ2：

医療・教育が無料というが、物乞いが少なからずいた。

メモ3：

経済封鎖以前に流入したレトロなアメリカ車が沢山走っている一方で、かなり新しいタイプのバス等は中国製だった。

